


































































































































































































































































































































































































SG① X市：「つどいの広場」事業の依頼 SG⑤ X市：一時保育事業の拡充
国：子ども・子育て応援プラン策定 国：子ども・子育て応援プラン策定ビジョン
SG② 学びたいという感情 SG⑥ X市・Z県などからの講演・委員の依頼

































































2008 法人名改名 新待機児童ゼロ作戦 　






2011 X市の大学で講義 　 　
2012
「子ども・子育て支援法」成立 X市：ボランティアセ
ンター設立
2013
ひとり親家庭学習支援事業（Z県委託
事業）
「赤ちゃん登校日」事業開始
　 　
2014
出張つどいの広場事業開始（X市委託
事業）
　
2015
「赤ちゃん登校日」が委託事業となる
「Ｓ地域乳幼児と生徒とのふれあい体
験」（Z県委託事業）
ハローワークとの連携
健康増進施設との連携開始
Z県教育委員となる（K氏）
「少子化社会対策大綱」策定
子ども・子育て支援新制度施行
「次世代育成対策推進法」延長
X市：「X市子ども・子育
て支援事業計画」実施
2016
副市長訪問予定 　 X市：マザーズハロー
ワーク開設
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ことにある（図2：SG①）。「子ども・子育て応援プラン」では、４つの重点課
題の１つとして、「子育ての新たな支え合いと連帯」が挙げられ、2009年度ま
での５年間に講ずる施策と目標（例）として、「地域の子育て支援の拠点づく
り」を提示されている33。
　これを受けX市では「X市子育て支援行動計画」を策定、基本施策の１つと
して「地域で子育てを支援する環境づくり」をあげ、その方向性の１つとして
「地域における子育て支援サービスの充実」を掲げた34。そして施策の一環とし
て「つどいの広場」事業の開始が目指されている。2005年は、近隣の３つの町
とX市の合併が行われた年であり、地域でも大きな動きがみられた年であった。
「･･･X市としては大きな変動をした時期というか、そこにうまく乗ることができたとい
うか、乗せていただいたというか、声をかけていただけましたのでね。そうでなければ
今も細々とやっていたか、別の仕事をしていたかもしれません」（２回目インタビュー）。
　こうして、K氏らは商店街の空き店舗に活動場所を移し、出張保育・一時保
育を続けながら、「つどいの広場」事業を中心に、その活動を展開していった。
４－２．「親が幸せであれば子どもも幸せになるという考え方」を知る
　X市の心理相談員として、相談に応じていたK氏は、聴くことの難しさと大
事さを感じ、2006年に「学びたい」（図２：SG②）という気持ちから、福祉系
大学で心理学を学びはじめた。
　2007年には全国組織「NPO法人子育てひろば全国連絡協議会」の設立を受
け、これに参加する。K氏らは、X市から研修費の補助を受け、協議会の活動
に参加し、全国の実践者らと対話する機会や、ステップアップのための研修へ
の参加機会、厚生労働省の基調講演を聞く機会を得てきた（図２：SG③）。K
氏は協議会への参加を通じて、「親が幸せであれば子どもも幸せになるという
考え方」に出会う（価値変容体験：VTE）。それはK氏の考えとも合致するも
ので、そこから「子育て支援」は、「いかに親が子どもと精神的に安定した中
33 厚生労働省雇用均等・児童家庭局「『少子化社会対策大綱に基づく重点施策の具体的実施計画につ
いて』（子ども・子育て応援プラン）の決定について」資料２「子ども・子育て応援プランの概要」、
2004年。
34 X市「X市子育て支援行動計画」、2005年、p.17。
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で触れ合えるか、育てられるかということ」（１回目インタビュー）との考え
方を見出すに至っている。
　そして、同年の2007年にはZ県の委託事業（図２：SG④）として、母親た
ちの手作り小物などの委託販売を行う「にこママショップ」を開設する。
「子どもに着せているものとか、編み物とか、スタイでも何でも、これ作ったの、プロ並
みだ、という人がいるのです。たくさんね。そうした方々に声をかけて、『作品出してみ
ないか』って。『値札も貼ってきて』といったら、『え、嬉しい』って。『自分が作ったも
のが、100円でも200円でも、お金を払って買ってくれる人がいるなんて』と言ってくだ
さって。これもはじめてみたのです」（２回目インタビュー）
　K氏は、「つどいの広場」に集まってきた母親たちとの会話や、母親らのネ
ットワークなどを通じて、母親らが有する能力（K氏の言葉を借りると、「も
ったいない」能力）を見出し、それが生かせる場所の１つとして「にこママシ
ョップ」を捉えている。また、物の販売だけではなく、例えば、ネイルの得意
な母親によるイベントの開催や、助産師の母親による産後の骨盤ケアの講座の
開催など、サービスの提供という形で、母親の能力を生かせる場所も創出して
きた。
４－３．基盤事業の安定化と社会的評価の高まり
　K氏らは、2008年に法人名をNPO法人「N」に改名、2010年に一時保育事
業がX市の委託事業となったことで、運営がある程度安定するようになった。
2010年は、国の「子ども・子育てビジョン」を受け、X市の「子育て支援行動
計画（後期計画）」が開始された年でもある（図２：SG⑤）。X市は、基本施
策の１つに「地域で子育てを支援する環境づくり」を掲げ、その方向性の１つ
に「保育サービスの充実」を挙げており、一時保育事業の拡充を目指してい
る35。また、同計画では、「地域子育て支援拠点施設における相談活動の充実」、
「地域子育て支援拠点施設と関係機関との連携強化」、「子育て支援拠点施設で
の、中高生を対象とした乳幼児とおふれあい機会の拡充」も取り組み項目とし
て挙げられており36、それらがK氏らに追い風となったと考えられる。
35 X市『X市子育て支援計画（後期計画）』、2010年、p.39。
36 同上、p.29。
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　また、事業の展開とともに、K氏らの取り組みが多方面から評価された。
2009年にはZ県知事の訪問、2010年にはソロプチミスト・ルビー賞をK氏が受
賞、2011年にはX市にある大学で講義１コマをK氏が担当している。
４－４．人材・資源の維持・確保という課題
　NPOを運営するなかで課題となったのが、資源・人材の確保であった。K
氏は、NPO法人を維持することは並大抵のことではなく、X市やZ県からの委
託を受け続けるためには、信頼関係が大事であると語っている（１回目インタ
ビュー）（図２：SD①）。現在、NPO法人「N」の職員は、正職員４名、臨時
職員が５名で、新規に採用することが資金的に難しいという。
「そこはやはり、悩みどころです。ずっと同じメンバーでいると、循環しないというのは、
ありますよね。…お給料の面を考えると、人を増やすというのができないので…もう少
し若手も育成できればと思うのですけれども」（２回目インタビュー）。
　常時、人材を確保していくには、ボランティアや大学生を「発掘」していく
ことも必要であるという（２回目インタビュー）。また、スタッフの育成にも
力を入れ、志気を下げないことが大事であるという（１回目インタビュー時、
K氏提供資料）。そのために、月に１回、情報交換のためのミーティングを行
い、若手の研修機会を確保している。
４－５．アンテナを広げる
　K氏は、様々な場所に顔を出し、情報を入手するとともに、行政や団体と関
係を築いてきた。そして、その時々に必要とされる活動を見極め、受託可能な
事業は受託し、母親らの人材情報の中で条件に合う者がいれば、行政や教育機
関に紹介し、母親らの活動の場をNPO法人「N」外に広げていった。K氏は、
保育園や学校教育機関、行政から依頼される講演なども積極的に引き受け、活
動の紹介や子育てに関する考えを伝えている（図２：SG⑥）。
「いろいろなところに首をつっこんでいるのでね。そこで、ありがたいことに、いろいろ
な方とお話をして、いろいろな情報をキャッチできるので、じゃあ、ここをお願いしま
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すって言えるのではないですか。いい機会与えてくれたなって」（１回目インタビュー）。
「ママの人材、こういう人いるよ、こんな素晴らしい人いるよというのを、もっとX市の
社会教育課にもアピールしたいし、色々な場面でそうやっていけたらいいのかなって。」
（１回目インタビュー）。
　また、K氏は行政と人々の間の「橋渡し」もNPO法人の役目と考えている
（２回目インタビュー）。例えば、ツアーコンダクターであった母親や出版業界
に勤める育休中の母親を、社会教育課に紹介し、その結果、母親らが講座の講
師となったケースがある。また、後述の「赤ちゃん登校日」では、母親らとそ
の子どもが、小学校・中学校・高等学校で授業を行っている。さらに、ひとり
親支援としての学習支援事業では、X市のシルバー人材センターで「子育て支
援」に関する講座を行った際に、協力者として登録した地域の高齢者が参加し
ている。
４－６．私のやりたかったことはこれだという実感
　K氏は、活動を続けながら、様々な組織と関係を結んでいくなかで、「私の
やりたかったことはこれだという実感」を得る（価値変容体験：VTE）。
「教育的なことに携わりたいなと思ってやってきて、県から教育委員というお話をいただ
き、X市の社会教育にも関わらせていただいているというのが、個人的には非常に、私
のやりたいことだったなというのがありますね。あと、社会福祉協議会の理事もさせて
いただいていて…私がやりたかったこと、だんだんできてきているかなと、10年目でや
っと、夢が実現できてきているかなと思いますね」（１回目インタビュー）。
「関わらせていただくことによって、いろいろなことがみえてくる。これじゃだめなので
はないかとか。これはすごいなとか。それが一個ありがたい。･･･そのなかで、この「N」
はどういうことができるのかなとか。自分たちがやれることを考えることができるとい
うか、そこはありがたいと思ったり･･･。」（１回目インタビュー）
　委員の委任は、これまでのK氏らの活動に対する評価であり、同時にK氏ら
が子育て支援の領域において影響力を持ち始めたことを意味する。社会的活動
の場は、NPO存続のための戦略を練る場であり、母親らと行政とをつなぐ場
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となっている。現在、K氏は、Z県の教育委員、家庭教育アドバイザー、X市
の社会教育委員、社会福祉協議会理事、児童センター運営委員、心理相談員な
どの社会的活動を行い、Z県家庭教育強化推進事業、家庭教育出前講座、Z県
職員子育て支援研修会、Z県未来を創る幼児共育事業、全国母子家庭指導者研
修会、X市私立幼稚園協会研修会、大学の外部講師、隣接市の地域子育て推進
シンポジウムパネリスト、就学前講座（小学校）、祖父母学級（幼稚園・小学
校）、保護者研修会（幼稚園・保育所・小学校・私立幼稚園協議会）、赤ちゃん
と生徒のふれあい講座（中学校・高校・小学校）にて講演履歴を有している。
４－７．大上段に構えていた
　１つの価値変容体験（VTE）となったのは、「赤ちゃん登校日」（X市社会教
育課委託事業）・「Ｓ地域乳幼児と生徒とのふれあい体験」（Z県委託事業）の活
動であった。2013年から開始した、広場に集まる母親らとその赤ちゃんが、学
校に出向き、児童・生徒らと触れ合う事業で、2015年度は20回行われている。
「（子育て支援の理想を）大上段に構えていたのですね。･･･（中略）･･･子どもたちの赤ち
ゃんに対するまなざしとか、かわいいなって思って抱っこしている姿をみると、何かそ
んな大それたものでなくていいのだって。目からうろこというか。･･･（中略）･･･これが
支援なのではないかなっと。究極はそこなのかなって」（２回目インタビュー）。
　K氏は、これまで「子育て支援」を大上段に構えていたが、赤ちゃんを優し
い眼差しで抱っこする児童・生徒・高齢者の様子を見るなかで、子育て支援と
は、「人に思いを寄せる」ことであり、社会全体がそうなっているのであれば、
「あまり頑張らなくてもいいこと」に気がついたという（２回目インタビュー）。
NPO法人の設立、そしてその維持に向けて邁進してきたK氏にとって、10年
目という節目は、「子育て支援」に関する価値変容体験（VTE）がなされた年
となった。
４－８．拠点として活動を続ける
　K氏は、団体の運営で大切な点は、「本気度、メンバーみんなが運営に携わ
ること」、「代表の覚悟」であり、難しい点は「スタッフの志気を下げないよう
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にすること」、「スタッフの育成」、「運営するための資金」、「時代の変化に沿っ
た広場の運営ができているかの検証」、「利用者の気持ちにより添うことの難し
さ」、「十分な研修の時間が取れない（余裕のあるスタッフ配置ができない）」
点であると述べている（１回目インタビュー時、K氏提供資料）。また、やり
がいとして「子育て中の方々に感謝されること」、「行政とのつなぎ役になれる
こと（充実感）」、「さまざまな職種や転居していた方々との出会い」をあげて
いる（１回目インタビュー時、K氏提供資料）。
「拠点事業という名前のとおり、拠点にならなくちゃだめなのかな、というのはすごく思
いますね。地域子育て拠点事業って」（１回目インタビュー）。
「建物があればいいってものじゃないと思うのですよね。･･･（中略）･･･とにかくあそこ
にいってみようと思われるようにするには、どういう努力をしたのかなって。考えなき
ゃいけないのだと思います」（１回目インタビュー）。
　K氏は、NPO法人「N」が、あそこに行ってみようと思われるような「拠
点」であり続けることが重要であると考えている。それは、つどいの広場事業
が、NPO法人「N」にとって、活動の中核であり、多様な活動を行う上での
基盤となるからであると考えられる。
５．考察
　K氏は、自身の体験を踏まえ、「女性の支援」・「教育」に関係する団体を設
立した。K氏は、「子育て支援」という概念が自明なものではないなかで、
「NPO法人子育てひろば全国連絡協議会」における研修や、自らの実践のなか
で「子育て支援」とは何かについて考えてきた。また、時代のニーズに合わせ
て様々な活動を展開するなかで、「子育て支援」について「大上段に構えてい
た」という気づきも経ている。その一方で、「親が幸せであることが子どもの
幸せとなる」という信念をもち、特に「母親をサポートすること」を実践の核
として活動を続けてきた。揺らがない信念が基盤にあることで、変動を続ける
「子育て支援」領域において、活動を続けることができたのではないかと考え
られる。
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　K氏が、活動の領域に「教育」を選択した理由には、「教員経験」と教員で
ある父親への憧れがあった。また、主な活動の対象を「母親（女性）」とした
理由には、自身が実感してきた「女性のキャリア継続の困難さという認識」や
子育て経験があった。こうした経験が、K氏の、新たに組織を立ち上げるに至
った既存の制度への反発力となったと考えられる。そして、活動の場を「組
織」とした理由には、「母子寡婦福祉団体」における「組織で動くことで行政
を変えることができるという経験」が基盤となっていた。
　それでは、K氏によるNPOの設立・維持のための資源動員はなぜ可能であ
ったのだろうか。K氏は、関係団体に常にアンテナを張りながら、時代に応じ
て変化する行政委託に応じることができるように、柔軟に業務内容を変化させ、
行政と市民の中間団体としての役割を果たし続けるという戦略を用いていた。
また、積み重ねた行政・関連団体との関係を活用して、母親たちの活躍の場を
広げるとともに、自身が委員となり、行政に参画していくことで、存在感を高
め、組織維持のための戦略を練り続けてきた。こうしたK氏による戦略と、国
の政策やZ県・X市の施策の展開とが、うまくマッチングしたことが資源動員
を可能にしたと考えられる。
　現在、X市では、隣接領域にあるNPO法人やシルバー人材センターなども
乳幼児を対象とした事業を展開しはじめており、隣接する地方都市においても
「子育て支援」領域のNPO法人が設立されている。こうしたなかで、K氏らの
今後の動向が注目される。本稿では、「制度的企業家」という視点から、TEM
を用いて、K氏個人からみたNPO法人の設立・維持プロセスを明らかにして
きたが、X市の「子育て支援」領域の成立・変動過程を重層的に明らかにする
ためには、「子育て支援」領域にある他組織の変容過程やNPO法人「N」との
関係性も明らかにすることが肝要であり、それは今後の課題としたい。
謝辞：インタビューにご協力下さった、K氏に感謝を申し上げます。
付記：本研究は、JSPS科研費（挑戦的萌芽研究（15K13199））の助成を受け
たものである。
